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研究成果の概要（和文）：海洋生物資源量のモニタリングは、水産資源の持続的な利用と生物多様性の

保全に必要不可欠である。本研究では、オオミズナギドリに動物装着型 GPS データロガーを装着すること

によって、海鳥の採食行動から、海洋環境を観測した。オオミズナギドリの高精度移動経路と餌情報から、

海鳥を用いた浮魚類の海洋モニタリングが有効であることが示された。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, I attached GPS data loggers on Streaked Shearwaters 

and analyzed their prey, and compared their behavioral information with the remotely 

sensed environmental data. As a result, it is suggested that the use of seabirds as monitors 

of coastal marine environment can be effective. 
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１．研究開始当初の背景 

 海洋生物資源量は地理的および長短期の
環境変動の影響を受けダイナミックに変化
する。そのモニタリングは水産資源の持続的
な利用と生物多様性の保全に必要不可欠で
ある。しかしながら従来の方法、すなわち船
舶によるスナップショットの定点観測で得
られるデータでは不充分であり、リモートセ
ンシングでは表層の一次生産量のみしかデ
ータが得られず、より重要なイワシ等、浮魚
に関しては有効な手段がなかった。そこで申
請者は、海鳥等の高次補食動物の行動追跡か
ら海洋生物資源量の動態を追跡するという
着想を得た。 

 これまでにも、北太平洋を回遊するウミガ
メやアザラシに衛星発信器を装着して、巨視
的なスケールで海洋動態や生態系を観測す

るプロジェクトが米国等で行われてきた。ド
ップラー効果を利用した衛星発信器は動物
を再度捕獲しなくても位置情報が得られる
一方で、精度が低く数百 km の誤差が出るこ
ともある上、一日に数点の情報しか得られな
い。そのため、様々な時空間スケールで変動
する環境を動物を用いて観測するためには、
より高精度の測位システムの導入が必要で
ある。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、太平洋沿岸に沿って広い分布
と行動範囲もつオオミズナギドリを対象と
し、海洋表層の生物資源環境をモニタリング
する。また、互いに大きく異なる海洋環境を
利用するオオミズナギドリを利用すること
により、生物資源環境の変動と、高次捕食者
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の行動的対応の関係をより明確に定量化し、
魚類群集と海鳥の採餌行動、およびその相互
作用のダイナミクスを明らかにすることを
目的とした。 

 

３．研究の方法 

 オオミズナギドリは、繁殖期には 1,000km

も移動して採食することがある。主食はイワ
シやイカなどの浮魚であり、10m 程度の深さ
をくりかえし潜水して採食をおこなう。6～
11 月にかけて繁殖し、この期間、親は海上で
採食をおこなっては、繁殖地に戻るという行
動を数日間隔で繰り返す。この習性を利用し、
採食に出る前のオオミズナギドリの親を捕
獲し、データロガーの装着を行った。 

 調査は、太平洋沿岸を利用している岩手県
三貫島と船越大島のオオミズナギドリに加
え、太平洋を採食場所として利用している新
潟県の粟島の繁殖個体群、潜在的に太平洋を
利用している可能性が充分ある瀬戸内海宇
和島の繁殖個体群、東シナ海男女群島の繁殖
個体群に対して、GPS 機器の装着を行った。 

 データロガーは、防水テープを用いて親鳥
に接着した。海での採食が終了して戻ってき
た親鳥を再度捕獲し、データロガーを回収し
た。一部の個体群に対しては、データロガー
の回収の際、オオミズナギドリから胃内容物
を吐き出させ、採食した生物に関する直接的
情報を得た。長い採餌旅行を行うオオミズナ
ギドリの場合、胃内要物が消化されている事
も多いので、分析には DNA 種判別法を用い
た。 

 野外調査によって得られたオオミズナギ
ドリの採食データをフラクタル次元法等に
よって解析し、鳥が集中的に採食していたエ
リアを算出した。衛星データから得られる一
次生産量と、オオミズナギドリの移動行動の
対応関係を解析した。  

 

４．研究成果 

 2008 年は岩手県三貫島と新潟県粟島、2009
年は岩手県船越大島、新潟県粟島、2010 年は
岩手県船越大島、新潟県粟島、山口県宇和島、
長崎県男女群島にて野外調査をおこない、各
地で最大 30 個体に対して GPS 機器の装着を
行った。その結果、オオミズナギドリが多様
な採食パターンを示すことが明らかとなっ
た。例え
ば、岩手
県のオオ
ミズナギ
ドリ個体
群は、雌
雄共に太
平洋沿岸
部で採食
を行い、

最大到達距離等に雌雄差が見られない。一方
で、新潟県の粟島個体群は、雄のみが北海道
釧路沖まで採餌に行くが、雌は粟島周辺での
採餌を繰り返し、津軽海峡を抜けることが無
かった（図参照）。また、男女群島個体群は、
繁殖地から東に 400km離れた済州島と上海の
間の海域で採餌を行っていた。これらのオオ
ミズナギドリの採食域を人工衛星によるク
ロロフィル a濃度と比較すると、男女群島個
体群については繁殖地周辺よりも基礎生産
量が高かったものの、岩手、新潟個体群のも
のでは明確な関係が無かった。衛星データに
よって分かるのは基礎生産量や物理パラメ
ータのみであり、こうしたパラメータが高い
からといって、オオミズナギドリが利用する
魚類（カタクチイワシなど）が多いとは限ら
ないためだろう。これらの個体群では、一回
の採餌旅行が数百 km に及ぶことが多かった
が、瀬戸内海の個体群では、繁殖地から最大
で 50km 程の距離しか到達せず、太平洋瀬戸
内海境界線を越えることが無かった。多地域
における調査によって、本種が多様な採餌パ
ターンを持つことが明らかとなった。 
 また、採餌旅行終了後に、親鳥の餌を吐き
戻し、利用していた魚類を分析した結果、新
潟個体群はカタクチイワシ、サンマ、マルソ
ウダ、ホソトビウオ、マアジ、マイワシ等を
利用していることが明らかとなった（表）。
また、太平洋個体（雄）と、日本海個体（雌）
では利用する魚種が異なっていた。また、出
現魚種は明瞭な季節変化を示した。 

 GPS と餌分析による結果から、衛星リモー
トセンシングでは取得の難しい海洋生物情
報を、オオミズナギドリを使ってモニターす
ることが可能であることが示唆された。また、
オオミズナギドリが海上で休息する際の漂
流行動を集積することによって、衛星や船舶
では観測の難しい、マイクロスケールの海水
流動を記録することができた。オオミズナギ
ドリを用いた海洋観測は、鳥が利用する海域
に限定されるものの、衛星や船舶といった海
洋モニタリングの相補的な手段として有効
であることが示唆された。 
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